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はじめに

　本書は，アジア考古学四学会が合同で主催した講演会「アジアにおける農耕
の起源と拡散」を基本としたもので，『陶磁器流通の考古学』，『アジアの王墓』
に続く「アジアの考古学」シリーズの第 3冊目となる。
　第 8回を迎えた今回の合同講演会は，2015年 1月 10日に明治大学駿河台キ
ャンパスを会場として開催され，基調講演を工楽善通先生にお願いし，続いて
宮本一夫（日本中国考古学会），新田栄治（東南アジア考古学会），常木晃（日本西アジア考
古学会），青山和夫（日本考古学協会）の各先生にご講演をいただいた。従来の合同
講演会は，アジア各地域に共通して認められる器物や事象をテーマとし，それ
を全アジア的視野から概観するというものであったが，今回は新たな試みとし
て新大陸をも射程に収め，さらなる視野の拡大を目指した。
　本書はそうした講演会の趣旨を活かす方向で編集され，当日に講演いただい
た 5名の先生による論攷に加え，日本列島を含む東アジアの事例や西アジア型
農耕が早くから拡散した西アジア周辺地域の事例の充実を図るとともに，新大
陸についてはメソアメリカのほかに南アメリカについての論攷も含めることが
できた。なお、工楽先生の論攷は当日の講演内容を起こしたもので，基調講演
収録として冒頭に掲載したが，ご多忙のなか大幅な手直しをしていただいた。
　史的唯物論に代表される，食糧生産経済の発達のみを重視する姿勢について
はいろいろと批判がみられるようになったが，農耕が社会に大きな変容をもた
らしたことは否定することができない。最新情報をふんだんに盛り込んで描か
れる各地域の状況は，改めて農耕と社会の関係を考える絶好の機会を提供して
くれるものと考える。

　　　　　　　　　　　　　　　本巻編集担当
日本西アジア考古学会　田尾誠敏・三宅　裕
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